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展望台から伊勢湾の眺望が

楽しめる本城山青少年公園

／河芸町上野

　織田信長の弟、織田信包が築いた伊勢上

野城の城跡にある公園。

　伊勢上野城は、今から400年以上前の戦

国時代、浅井長政とお市の方の間に生まれ

た三姉妹の三女、お江（おごう）が、長政

の死後、信包に引き取られて移り住み、幼

少期を過ごした場所です。

大河ドラマ「江」

地域活性化推進協議

会公認キャラクター

“ゴーちゃん”

のぶかね



2 つ　市　議　会　だ　よ　り

平成22年第3回　
津市議会定例会

　
今
期
定
例
会
で
は
、
9
月
6
日
～
8
日
の
3
日

間
に
、
15
名
の
議
員
が
質
疑
・
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
質
問
の
順
は
抽
選
で
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
問
答
の
項
目
は
各
議
員
が
選
ん
だ
も
の
で
す
。

　
本
紙
で
は
、
限
ら
れ
た
紙
面
で
議
会
情
報
を
発

信
す
る
た
め
に
、
議
員
の
質
問
項
目
を
発
言
通
告

ど
お
り
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
今
期
定
例
会
で
の

議
員
の
質
問
、
執
行
部
の
答
弁
は
、
12
月
上
旬
に

総
合
支
所
・
出
張
所
、
市
の
各
図
書
館
に
設
置
す

る
会
議
録
で
全
文
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、

同
じ
時
期
に
津
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開

し
ま
す
。

平
成
22
年
第
3
回
定
例
会

質
疑
・
質
問

質
疑
・
質
問

　平成22年第3回定例会が、去る8

月30日から9月27日までの29日間、

開催されました。　

　今期定例会では、報告7件、条例

の一部改正4件、平成22年度補正予

算3件、平成21年度決算の認定18件、

その他12件、人事案件3件、請願3件、

意見書1件の合わせて51件が審議され

ました。

　その結果、報告7件を除く44件が、

可決、認定、同意、採択されました。

今期定例会に提出された請願・意見書
は、次のとおりです。

人事案件

●採択された請願

・「義務教育費国庫負担制度の存続と全額国負担」を求める請願書　

・「30人学級を柱にした新たな『教職員定数改善計画』策定と教育予算拡充」

　を求める請願書　

・「保護者負担の軽減と就学・修学支援に関わる制度の拡充」を求める請願書

●可決された意見書

・子宮頸がんの予防措置実施を求める意見書について

【提出先】衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、厚生労働大臣

●人権擁護委員候補者 大西美知代（久居西鷹跡町）

田中　良典（南中央）　　　　

前川　　浩（南新町）

請願／意見書

今期定例会に提出された人事案件は、次のとおり
同意されました。（敬称略）
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福田　慶一　　藤岡　和美

ふじ

藤　
おか

岡　
かず

和　
み

美
せいさくしゅうだん　　　かいかく　

政策集団・改革

　問　54年間課税しているが、こ

の状態を、それ程検証せずに、

いつまで続けるのか。永久的か

　答　都市計画税は、都市計画事

業に充当する目的税であり、当

事業は継続していかなければな

らない。また、過去に実施した

事業の起債の償還にも充当して

おり、十分必要な財源である。

　問　市が託した市民によるワー

クショップの提言を、最大限考

慮することは当然ではないか

　答　久居駅東側周辺地区整備事

業に関わるワークショップでの

市と地元との考え方のギャップ

については、じっくりと時間を

かけて協議を重ねながら理解が

得られるよう努めていきたい。

　　　　●一般質問●

1　都市計画税の廃止について

⑴　今なぜ都市計画税の課税な

のか

⑵　市街化区域であることのメ

リットとデメリットは

⑶　時代に合った代替税目の検

討、その他の対応策をどのよ

うに検討したのか

⑷　安濃地区、芸濃地区におけ

る都市計画区域設定に伴う都

市計画税の課税日程は

⑸　同時期に課税予定の伊勢市

が実施したような地元説明会

等、課税予定地区に対する周

知はどのようにしているのか

⑹　目的税として充当される事

業の内容明細と公表方式は

2　久居駅東側周辺地区整備事

業の見直しについて

⑴　市主催によるワークショッ

プ（参加者が専門家の助言を

得ながら問題解決のために行

う研究会）の結果は

⑵　地元住民の意向は、どのよ

うに反映されているのか

⑶　民間部門の事業の必要性は

⑷　事業としての今後の方向性

と事業日程は

3　（株）津センターパレスの

経営状況について

⑴　平成20年12月議会で「セン

ターパレスにかかわる中長期

的な方向性や望ましいあり方

について検討をしている」と

答弁した津市役所「センター

パレス政策調整会議」の、そ

の後の検討結果は

⑵　津市監査委員の所見は

⑶　この状況を、筆頭株主とし

て、社長として、どのように

認識しているのか

ア　預かり保証金、預かり敷金

の返済に見られる、返済をす

るために資金を借りる「付け

替え」行為、資金の借り入れ

と返済を繰り返す自転車操業

的資金調達の是非と、今後の

返済の目処は

イ　（株）ダイエーからの預か

り敷金8億円強の返済期限は

既に過ぎているが、どのよう

に対応するのか

ウ　キャッシュフロー、流動比

率等の財務内容が極度に悪い

が、健全化の方向をどのよう

に示すのか

エ　一義的な責任の所在は

問　平面駐車場、立体駐車場と

共に職員駐車場も含め、市民の

ためのあるべき姿を考えよ

答　公共施設利活用基本構想で

一般駐車場の整備を予定してい

るが、今後新たに整備される施

設の機能や利用者見込み数等を

踏まえ、適正な駐車台数などに

ついて必要な調整を行う。

問　｢三重県こども条例(仮称)｣

の本年度制定に向けて県が取組

んでいるが、津市はどうか

答　津市次世代育成支援行動計

画のもと条例づくりに取り組む

が、子どもの権利への理解を深

めるため、考える機会をさまざ

まな視点から設け、制定に向け

機運を高めていきたい。

　　　　●議案質疑●

議案第103号　平成22年度津市

一般会計補正予算（第3号）

1　歳出　衛生費　斎場費　新

斎場整備調査業務委託料につ

いて

▲

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
提
言
が

　
活
か
さ
れ
る
の
か

伊藤　康雄　　小菅　雅司

杉谷　育生　　大野　　寛

田村　宗博　

しん

津　
わ

和　
かい

会

こ

小　
すげ

菅　
まさ

雅　
し

司
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小菅雅司議員

⑴　ＰＦＩ方式の魅力は何と考

えるか

　　　　●一般質問●

1　自治基本条例制定に向けて

⑴　住民自治協議会推進モデル

事業の取組み状況は

⑵　モデル事業の成果がないと

条例は制定しないのか

2　「まちづくりレポート」に

みる津市のまちづくりの姿勢

について

⑴　なぜ事業の課題、問題点を

書かないのか。課題はないの

か、わからないのか、わかっ

ていても書かないのか

⑵　持っている情報を市民と共

有しないで、まちづくりにお

いて市民との協働が可能なの

か

3　公共施設利活用基本構想　

本庁舎及びその周辺（中核ゾ

ーン）について

⑴　津警察署跡地整備調整担当

を新たにもうけているが、検

討は進んでいるのか

⑵　「景観等に配慮した～」と

あるが、基準はあるのか

⑶　本庁舎駐車場の具体的な取

組みを急ぐべきではないか

⑷　現在実施している新都心軸

連携計画等策定業務との関係

は

⑸　新都心軸の導入機能として、

県営住宅跡地を休日・夜間応

急診療所とともに、子ども支

援・子育て支援のワンストッ

プサービスの拠点に

⑹　一般行政事務の本庁集約化

を見直すべきではないか

4　子どもにとって重大な権利

侵害である「児童虐待」と

「いじめ問題」について

⑴　津市における「児童虐待」

の実情は

⑵　児童虐待への対応は。また、

根本的な問題解決にむけての

取組みは

⑶　津市における「いじめ問

題」の現状は

⑷　いじめ問題への対応は。ま

た、根本的な問題解決にむけ

ての取組みは

5　子どもの権利条例制定に向

けての取組みは

問　未利用資産の売却及び資産

活用による自主財源の確保につ

いて

答　行財政改革前期及び中期実

施計画に位置づけ財産管理部門

主導のもと当該土地を所管する

担当課との連携により未利用地

の売却・貸し付け等有効活用に

ついて一層の検討を行う。

問　津地域からのコミュニティ

バス運行要望等について、どう

対応してゆくのか

答　地域により地理的条件やニ

ーズ等が異なるため必要性を検

証し、行政主導型でなく住民主

導・住民主体型の運行形態によ

る将来にわたって持続可能なシ

ステムづくりが必要と考える。

　　　　●議案質疑●

議案第103号　津市一般会計補

正予算（第3号）

1　歳出　衛生費　環境総務費

新エネルギー利用推進事業

⑴　家庭用新エネルギー利用設

備設置費補助金について

ア　家庭用新エネルギーの補助

金は家庭用太陽光発電設備以

外にどのようなものがあるの

か

イ　家庭用太陽光発電設備の1

件当たりの出力は平均どれぐ

らいか

ウ　国・県の補助制度はどのよ

うになっているのか

エ　出力数に応じた補助金制度

についてどう考えるか

　　　　●一般質問●

1　行財政改革中期実施計画の

「歳入確保への取組」につい

て

⑴　納税催告センターの開設か

ら1年経過し収納率が向上し

たと聞いているが、前年度の時

効により回収不能になった金

額は、今後の更なる対応策は

⑵　未利用資産の売却及び資産

活用による自主財源の確保に

ついて

2　救急医療体制について

4 つ　市　議　会　だ　よ　り

▲

職
員
駐
車
場
も
含
め
、
市
民

　
の
た
め
の
駐
車
場
に

田中　千福　　西山　みえ

岡　　幸男　　川崎　正次

田矢　修介　　前田　勝彦

中村　勝春

なか

中　
むら

村　
まさ

勝　
はる

春
けん　と　 　く　 　ら　 　ぶ　

県都クラブ
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⑴　救急搬送の現状について

⑵　今年の6月1日に開設した

救命救急センターの稼働状況

は

⑶　初期救急医療体制の強化に

向けて、どのように考えてい

るのか

3　工事の検査体制について

⑴　検査課がおこなう検査の件

数は年間に何件あるのか

⑵　これによる検査はどのよう

な体制で行っているか

⑶　品質の確保が強く求められ

ている中で、どのような観点

で検査に臨むのか

4　生活排水処理アクションプ

ログラムの見直しについて

⑴　下水道計画区域から外れた

団地の集中浄化槽、市への移

管について

⑵　浄化槽区域の拡大に伴い、

浄化槽に対する補助金制度に

ついて変更があるのか

⑶　浄化槽市町村整備推進事業

で整備することとなっている

が、現在の補助事業との違い

は何か又、メリットは

5　住居表示について

⑴　住居表示審議会はいつ発足

するのか

⑵　住居表示が途中の地域や自

治会から要望のある地区はあ

るのか

6　津市の公共交通とコミュニ

ティバスについて

⑴　津地域からのコミュニティ

バス運行要望等について、ど

う対応していくのか

⑵　寿バスにかわる高齢者割引

などの検討状況は

⑶　高茶屋地区のコミュニティ

バス運行は

7　道路のアンダーパスについ

て

⑴　本市の国道・県道・市道で

アンダーパスの道路の箇所は

何カ所か

⑵　豪雨時アンダーパスへの雨

水流入に備え、警報装置が取

り付けてあるのか

⑶　警報装置の管理はどこで管

理をしているのか、テストは

しているのか

8　こども科学館の新設につい

て

⑴　理科教育の現状と充実にむ

けた取り組みについて

⑵　理科支援員配置事業の内容

と結果について

⑶　仮称こども科学館の新設に

ついては既存の公の施設を利

用し検討すると言われていま

したが、今後の方策について

問　生活排水処理アクションプ

ログラム見直しで市内団地集中

処理施設の市の管理に移行は

答　団地により施設の修繕等の

検討内容も異なり、その問題点

等を整理し市へ移管する方針で

ある。また新設団地の施設は引

き受けのできる時期がくればそ

のような方針で考えていきたい。

問　子宮頸がん・肺炎球菌・細

菌性髄膜炎（ヒブ）などの予防

ワクチン接種に公費助成を

答　子宮頸がん予防ワクチン助

成は、厚生労働省の審議会での

副作用等の検討結果を見極め、

できる限り早い時期に実施した

い。他のワクチンも審議会での

検討結果を見極め検討したい。

　　　　●一般質問●

1　生活排水処理アクションプ

ログラム、下水道の概ね30年

後の完成を改め早期実現を

⑴　過大な処理量、計画人口、

幹線管渠工事見直しによる過

剰投資は

⑵　基本方針で「一日も早く伊

勢湾再生を実現する」としな

がら、「概ね30年で」とは

⑶　早期実現のための計画であ

るから、見直し地域は市町村

設置型浄化槽で整備を

⑷　見直し地域を含めた団地集

中処理施設の市管理移行につ

いて計画に明記を

2　予防原則に基づき携帯電話

等中継基地局設置に関する条

例を

⑴　中継基地局周辺の実態調査

は

⑵　電磁波過敏症の現状は、住

み分けや規制の声が

⑶　安全・安心なまちづくりの

ため、基地局の設置に関する

条例の制定を

3　社会保障としての国民健康

保険の運営を

▲

草
が
生
い
茂
っ
た
未
利
用
資

　
産

わ

和 
だ

田 
か

甲 
し

子 
お

雄

長谷川幸子　　藤本　智子

和田甲子雄　　豊田　光治

日本共産党津市議団
に ほんきょうさん とう ぎつ し だん
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和田甲子雄議員

⑴　市民の暮らし、滞納者の暮

らしの実態は

⑵　会社の都合以外の失業、収

入減の場合の保険料減免。病

院窓口自己負担の減免制度を

⑶　資格証などの無保険状態を

なくせ

⑷　子育て世帯の負担軽減のた

め18歳未満の均等割の減免を

⑸　一般会計からの繰入で払え

る保険料に

⑹　特定健康診査の受診率引き

上げのため受診料無料化を

4　がん検診の受診率引き上げ

のために受診料無料化。前立

腺がん検診を毎年検診に

5　子宮頸がん・肺炎球菌・細

菌性髄膜炎（ヒブ）などの予

防ワクチン接種に助成を

⑴　無料接種できるよう公費助

成を

⑵　国・三重県に接種の制度化

と補助を求めよ

6　都市計画税の課税をやめよ

⑴　21.5％～42.8％の大幅な増

税、納税者の理解が得られて

いない

⑵　不況で市民生活は大変なな

か、都市計画税を廃止して減

税を

7　辞令交付と異なる勤務場所

の実態は

8　県内の市で津市だけが実施

していない高校生などに対す

る給付型の奨学金制度の創設

を

問　健全化判断比率の報告での

財政状況の認識について。安定

した行政サービスの提供とは

答　実質赤字比率等、すべての

指標が基準以内で一定の健全性

を保っているが、公債費の増加

等、今以上に厳しい財政運営が

予想され、人件費削減等さらに

財政の健全化に努めていきたい。

問　新都心軸についての構想の

具体化はどのように進めている

のか。現在の進捗状況と今後は

答　市民懇話会において意見を

いただいており、新都心軸連携

計画等策定業務の中で、市の方

向性を明示できるよう検討して

いる。施策等は市民との合意形

成を図りながら進めていきたい。

　　　　●議案質疑●

報告第15号、報告第16号、報告

第17号、報告第18号、報告第

19号　専決処分の報告につい

て　及び　議案第100号、議

案第101号　損害賠償の額の

決定について

1　損害賠償についての対応に

ついて

報告第20号　健全化判断比率の

報告について

1　財政状況の認識等

　　　　●一般質問●

1　3月の第1回定例会での市

長の所信表明から

⑴　新都心軸についての構想の

具体化はどのように

2　各部における滞納額と、各

部の収納の取扱いについて

3　津城の復元について

⑴　津城跡の整備活用を考える

会の検討は

⑵　基本計画の策定は

⑶　民間の力、市民の方の熱意

をどのように

⑷　県の文化財指定へ格上にな

ってからのメリットは

4　津市の文化財指定、県の文

化財指定、国の文化財指定に

ついて

⑴　対応は

ア　教育委員会の役割、商工観

光部の役割、スポーツ文化振

興部の役割

⑵　何件か

⑶　歴史街道ウォークについて

5　幼保一元化、一体化につい

て

⑴　必要性は

⑵　今後の方向性は

⑶　現在の幼稚園、保育園定員

数と現状は

⑷　幼稚園の適正規模、人数、

設置地域の状況はどのように

検討

6　津市の私立幼稚園の補助金

と他市との比較

7　高齢者の生存確認について

⑴　住民基本台帳での確認はど

のように

⑵　住民基本台帳と戸籍調査の

比較

6 つ　市　議　会　だ　よ　り

▲

生
活
排
水
処
理
ア
ク
シ
ョ
ン

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
見
直
し
を
（

　
建
設
中
の
志
登
茂
川
浄
化
セ

　
ン
タ
ー
）
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桂　　三発　　川瀬　利夫
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せ
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夫



青山　昇武　　加藤美江子

平岡　益生　　横山　敦子

あお

青　
やま
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たけ

武
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8　地域包括支援センターに関

して

⑴　職員数は

⑵　介護支援専門員数は

⑶　地区社会福祉協議会と民生

委員、自治会、老人クラブと

の連携体制は

9　寝たきりにならないための

予防対策

⑴　はり、きゅう、マッサージ

の利用状況

⑵　助成制度について

10　上下水道局の組織統合への

考えは

11　新町都市下水路について

▲

新
都
心
軸
に
つ
い
て
の
構
想

　
の
具
体
化
を
（
中
央
・
丸
之

　
内
地
区
）

会
派
代
表
質
問

問　津市内に居る、約7万人以

上の方に災害関連情報を伝える

「エリアメール」導入について

答　利用者側の事前登録が不要、

受信料が無料等、利用者にとっ

ての一定のメリットはあるが、

対象者が限られるなどの課題も

あり、災害情報の伝達の仕組み

を今後整理する中で検討を行う。

問　来年7月前後に大量のアナ

ログテレビの不法投棄が懸念さ

れるが、その具体的な防止策は

答　アナログ受信機器の継続使

用が可能であること等の周知と

ともに、不法投棄を防止する看

板等を設置させていただき、さ

らなる市民のご協力のもとに不

法投棄の防止に努めていきたい。

　　　　●一般質問●

1　危機管理について

⑴　災害関連情報を迅速かつ正

確に、より多くの方に伝える

緊急速報「エリアメール」の

導入について

2　福祉について

⑴　子宮頸がん予防ワクチンの

公費助成について

⑵　高齢者の状況及び今後の掌

握について

3　企業誘致について

⑴　中勢北部サイエンスシティ

及びニューファクトリーひさ

いの誘致状況について

⑵　企業誘致に伴う雇用状況に

ついて

4　地上デジタル放送の実施に

向けての円滑な移行策につい

て

⑴　地デジに関する個別相談に

ついての考え方は

⑵　地デジに対応していない高

齢者世帯に対する対応策は

⑶　アナログテレビが一斉に廃

品になるため、不法投棄の防

止策について

会
派
代
表
質
問

問　今般報告のあった財政健全

化比率13パーセントの結果をど

のように分析するか

答　一定の健全性は保っている

が県平均値より高い数値である。

今後、普通交付税の減額や公債

費の増額等に対処するため、行

財政改革の取り組みを今以上に

推進し更なる健全化に努めたい。

問　津市教育の振興のために

「津市教育支援センター」設置

を検討してはどうか

答　教育全般を支援する総合的

な組織の構築として重要と考え

る。学校教育、社会教育を支援

する形としての体制を念頭に置

き、機能的、効率的な執行体制

づくりに取り組んでいきたい。

▲

災
害
関
連
情
報
を
伝
え
る
「

　
エ
リ
ア
メ
ー
ル
」
の
導
入
を

倉田　寛次　　山﨑　正行

小野　欽市　　川口　和雄

辻　美津子　　村田　彰久

  し 　みん　く　 　ら　 　ぶ　
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お

小　
の

野　
きん

欽　
いち

市



個
人
質
問

小野欽市議員

ワクチン助成についての整理

は進んだか

⑵　女性職員の登用を

⑶　ヒブワクチン助成への考え

方は

3　津市の広報のあり方につい

て

⑴　新聞をみての感想はいかが

か

⑵　本来の広報のあり方を考え

るべき

4　情報過疎地域になる可能性

の解消策を

⑴　ワンセグ携帯電話の難視聴

地域である認識は

⑵　総務省の事前の計画との乖

離があるという認識を持つべ

きでは

5　三重短大のあり方を設置者

に問う

⑴　非常勤講師が多く、職員の

能力が劣る現実の解消は

⑵　三重大をはじめとする周辺

高等教育機関との連携ができ

ているのか

6　久居駅東側周辺地区整備事

業について

7　三重県の暴力団等の不当要

求排除のための条例制定に向

けた取り組みを津市でも考え

るべきではないか

8 つ　市　議　会　だ　よ　り

▲

学
校
へ
の
支
援
体
制
の
整
備

　
を
（
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の

　
設
置
）

問　野呂知事は、教育委員会に

おいて反教育的存在ではないか。

長男は反社会的存在である。

答　この件は非常に残念なこと。

薬物乱用防止の取り組みの一層

の推進と両親への感謝や両親を

泣かせることのないよう、子ど

もたちを指導してきた。その姿

勢で今後も育てていきたい。

　　　　●議案質疑●

議案第94号　財産の購入につい

て

1　随意契約ありきでよいのか

　　　　●一般質問●

1　新最終処分場での中間処理

適地は見つかったのか

2　龍王桜の名所においてなぜ

桜並木をバッサリ切ったのか

3　野呂知事は反教育的存在で

はないか

4　収入未済額について

⑴　役に立たない市幹部をどう

するのか

　　　　●議案質疑●

報告第20号　健全化判断比率の

報告について

1　実質公債費比率が13パーセ

ントという報告をどのように

受け止めるか

　　　　●一般質問●

1　津市教育委員会の体制整備

を

⑴　教育長のいう「輝く学校」

をつくるとは

⑵　貴重な人材の散逸を防ぎ、

更なる教育の進化を図るため

に「教育支援センター」の設

置を

⑶　教育施設改善計画の現状と

今後の進捗は

⑷　各小学校の統合についての

現状は

⑸　幼稚園の適正規模に係る研

究の進捗状況は

2　予防ワクチン助成について

⑴　女性特有の子宮頸がん予防

おか

岡　
むら

村　 　
たけし

武
無　会　派

▲

薬
物
乱
用
は
重
い
犯
罪
（
薬

　
物
乱
用
防
止
の
パ
ン
フ
レ
ッ

　
ト
よ
り
）



個
人
質
問

個
人
質
問
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問　山林、耕作地の放棄防止対

策は環境保全の観点からも全津

市として取り組めないか。

答　耕作放棄地の発生は、農

業・農村の有する公益的機能の

低下や市民全体の生活環境に対

する悪影響といった観点からも

発生防止は重要な課題であり関

係部局と連携して取り組みたい。

　　　　●一般質問●

1　生活排水処理アクションプ

ログラムの見直しについて

⑴　なぜ今見直しなのか

⑵　見直しによる市民へのメリ

ットはあるのか

⑶　市町村設置型浄化槽整備に

ついて

2　津市地域防災情報通信シス

テム整備計画について

⑴　防災行政無線の運用につい

て

⑵　自主防災組織への運用につ

いて

3　津市における山林、耕作地

の放棄防止対策について

⑴　山林の未植栽等の放棄防止

対策について

⑵　農地の耕作放棄防止対策に

ついて

⑶　環境等多面的な見地からの

放棄防止対策について

4　津市入札制度について

⑴　最低制限価格の見直しにつ

いて

▲

放
棄
さ
れ
た
耕
作
地

問　各自治会の懸命な労力と協

力で得た資源ごみ売却による莫

大な収益をなぜ還元しないのか

答　還元策の一環で、生ごみ処

理機等購入補助、集団回収の報

奨金やごみ一時集積所の新設改

修補助を行っている。総合計画

等のごみ処理の費用負担の在り

方の中の議論としていきたい。

　　　　●一般質問●

1　国民健康保険の健全運営に

ついて

⑴　平成21年度の国保会計は基

金をすべて取崩し、法定外

（一般会計）から約9,142万

円の繰入により運営されてい

るが、このような状況で平成

22年度の国保運営はどのよう

に財源を捻出するのか

⑵　平成21年度の国保料の年間

総額、約62億円、累積滞納繰

越金、約28億円、このような

状態は異常ではないのか

⑶　保険料の値上げを検討する

と聞くが、財政難により運営

ができなければ値上げという

安易な行為に走る前に、保険

料の収納率向上が大前提では

ないのか

⑷　国保料は「負担能力のある

人には等しい負担を求める」

という租税の原則に抵触して

いないか　

⑸　生活費を切詰めて真面目に

保険料を支払っている被保険

者にこれ以上の負担は現実的

でない。法定外繰入により処

理せよ

⑹　医療費の抑制策はどのよう

なものか

2　特定健康診査と保健サービ

スについて

⑴　特定健診受診目標が厚労省

の基本指針が示す参酌標準65

％に則して平成20年度から24

年度まで設定されているが受

診状況は

⑵　受診者の受診率向上のため

利便性の配慮と自己負担の軽

減はどのように図られている

のか

⑶　特定健診ではこれまで実施

されてきた基本健診における

必須項目であった検査が一部

削除されたが、削除された健

診項目は地域保健事業として

実施する必要性が高いとの判

断のもと、市町村が一般会計

からの拠出による任意の健診

として実施することとされた。

いわゆる上乗せ健診であるが、

わが市においての実施状況は

⑷　特定健診で異常が見つかり

生活改善が必要と診断された

人は、「積極的支援」及び

「動機付け支援」を受けなけ

ればならないが、申込者が１

割程度である。何が原因なの

か

おお

大　
の

野　 　
ひろし

寛
津　和　会

かわ

川　
ぐち

口　
かず

和　
お

雄
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個
人
質
問

川口和雄議員

かましく全て収入として取り

込んで平然としているが、市

民の懸命なる労力の対価とし

て還元し支援すべきでないのか

5　環境都市№1の具体的戦略

について

6　（仮称）津市学校給食セン

ター・北口保育園・久居総合

支所のエコ対策は

⑴　環境都市№1（日本一）を

宣言している我が市において、

太陽光パネルだけのエコ対策

とは余りにもお粗末ではない

か

10 つ　市　議　会　だ　よ　り

▲

資
源
ご
み
売
却
収
入
を
市
民

　
に
還
元
せ
よ

問　介護保険料・利用料の減免

措置の早期実施を。秋から策定

する第5期計画では必ず実施を

答　平成24年度策定の次期計画

では現計画の評価等を行い、市

民が必要としているサービスの

状況等を勘案し保険料の段階の

見直しや減免についても検討し

総合的に次期計画を策定したい。

　　　　●一般質問●

1　高齢者福祉の充実を

⑴　敬老会の補助対象となる70

歳以上高齢者の安否確認と実

態把握を

⑵　社協との連携強化を

⑶　高齢者のつどい（「モーニ

ング」等）に、まちづくりの

一環として支援を

2　介護保険制度について

⑴　緊急時、介護疲れに対応で

きるショートステイの確保を

⑵　グループホームの実態調査、

スプリンクラー等防火設備へ

の支援を

⑶　介護保険料、利用料の減免

制度の創設を

3　生活保護について

⑴　ケースワーカー、相談員の

増員を

⑵　プライバシーが守られる相

談室の確保を

⑶　熱中症対策として、援護家

庭等へのエアコン設置補助を

4　保育園について

⑴　入所10日前の入所判定を見

直し、迅速な事務手続きを

5　公民館について

⑴　自主講座、生涯学習情報バ

ンク登録団体等の使用の減免

規定の継続を

6　学童保育所「公設」の責任

で火災警報器、消火器等の設

置を

7　もっと利用しやすいコミュ

ニティバスに

⑴　利用が激減したコミュニテ

ィバスに、高齢者割引の実施

を

8　地デジ対策として、市内全

域でケーブルテレビの安価料

金の設定を

9　農業振興について

⑴　小規模農家、兼業農家も

「担い手」と位置づけ、振興

を図れ

⑵　鳥獣被害防止計画にもとづ

き獣害対策の総合的な対策を

すすめよ

ア　広葉樹林の育成等はどこま

ですすんだのか

イ　老朽化した柵等の更新のた

めの対策はすすんでいるのか

ウ　電気柵の補助対象要件の緩

3　資源ごみ持ち去り禁止条例

制定について

⑴　資源ごみとして市民が懸命

に分別したものを、最近では

不法に持去る者が頻発してお

り市内のいたる所で自治会や

地域住民とトラブルになって

いる現状について、それらを

抑止する対策として罰則規定

を設けた条例の制定が必要

4　資源ごみ売却収入を市民に

還元せよ

⑴　自治会の毎日のごみ集積所

等における取組みに対して、

当局は市民のご協力で得た

「資源ごみ」の売却収益を厚
▲

介
護
保
険
料
・
利
用
料
の
減

　
免
措
置
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早
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　和を

エ　モンキードッグの導入や緩

衝地帯の整備、専任捕獲班の

設置等を求める

個
人
質
問

問　今こそ総合的に相談者の立

場に立って問題解決を行う「福

祉総合相談窓口」設置の考えは

答　市民サービスの向上を図る

ため、現状把握と課題や問題点

を洗い出し、よりよい窓口業務

のあり方を検討するとともに、

多様化する市民ニーズにこたえ

るため職員の資質向上に努める。

　　　　●一般質問●

1　福祉行政の課題から

⑴　福祉総合相談窓口設置の考

えは

2　多重債務問題の総合的解決

に向けて

⑴　多重債務問題における市の

果たす役割と認識は

⑵　津市の多重債務問題の現状

と課題は

⑶　生活再建に至るまでの庁内

連携システムの構築は

⑷　津市消費生活センターを含

めた相談窓口と体制の強化は

3　妊婦健診公費助成の延長に

ついて

⑴　来年度以降の妊婦健診14回

分公費助成継続の実現を

4　生活排水処理アクションプ

ログラムの見直し案について

⑴　公共下水道計画区域から外

れた大型団地　豊が丘団地、

片田団地の方向性は

⑵　変更区域の住民説明会の予

定は

個
人
質
問

問　津市立小・中学校図書館へ

のパソコン導入によるシステム

管理とエアコン設置対応は

答　システム管理については、

図書館教育充実のため、全校へ

の導入を検討したい。施設整備

は耐震化を最優先とし、空調設

備についても大規模改修事業に

合わせて順次進めていきたい。

　　　　●一般質問●

1　津市立小中学校図書の在り

方について

⑴　現在の各校における学校図

書館図書標準の達成状況につ

いて

⑵　児童1人当たりの貸出冊数

の推移と現状は

⑶　パソコンによる図書システ

ム管理、エアコン設置など図

書室のハード面整備の状況は

⑷　県の「いきいき読書リレー

推進事業」から波及した津市

読書バトンリレーの現状と今

後の取り組みについて

2　がん対策について

⑴　乳がん、子宮がんの検診状

況は

⑵　ヒブワクチン、小児用肺炎

球菌ワクチン、子宮頸がん予

防ワクチンの公費助成に対す

る考えは

⑶　乳がんの正しい知識を広め、

早期発見、早期治療を願う

「ピンクリボン運動」の推進

を

3　国民健康保険料滞納者への

対応について

⑴　出納整理期間の回収状況は

⑵　コンビニ支払いの利用状況

とその効果は

⑶　電話催告システム開始によ

る回収予想は

▲
相
談
者
の
立
場
に
立
っ
た
福

　
祉
総
合
相
談
窓
口
の
設
置
を

▲

明
る
い
図
書
館
で
の
学
習
風

　
景
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の運営対策は

⑵　災害時に心配されるトイレ

の整備は万全か
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4　大規模災害対策について

⑴　災害弱者のための避難所等

個
人
質
問

問　花火大会の経済効果とゴミ

が落ちる花火大会より、お金の

落ちる花火大会の仕組について

答　多くの人々が訪れ、経済効

果は得られている。花火大会を

活用した経済効果を高めるシス

テムづくりが必要であることか

ら、観光協会とも十分連携し旅

行商品の開発等検討を図る。

　　　　●一般質問●

1　競艇事業について

⑴　外向発売所の進捗状況は

⑵　お盆レースの売り上げ低下

の要因は

2　高速道路無料化の社会実験

について

⑴　メリットとデメリットと一

般道への影響

3　ゲリラ豪雨に対する安全対

策について

⑴　安全管理上、河川の中に畑

小屋などがあるのはいかがな

ものか

⑵　安濃川の河川の水量を確保

するための河川管理、浚渫土

砂はどのようにしているのか

⑶　がけ崩れ、地すべり、土石

流の対策について

4　今後の市営住宅のあり方に

ついて

⑴　できる所から指定管理者制

度にしてはどうか

5　中心市街地について

⑴　新市になってからどのぐら

いお金を投資したのか、そし

て成果はどのくらいあったの

か

⑵　今後どのようにしていくの

か

6　中勢北部サイエンスシティ

について

⑴　現状と今後の企業誘致につ

いて

7　各花火大会について

⑴　各花火大会の経済効果は

⑵　ゴミが落ちる花火大会より

お金の落ちる花火大会に

8　中小零細企業の支援につい

て

⑴　資金繰りの支援並びに技術

開発や人材育成の支援はして

いるのか

9　予防ワクチンについて

⑴　定期接種ワクチンの接種率

と任意接種ワクチンの接種率

は

⑵　ヒブワクチン、肺炎球菌ワ

▲

今
ま
で
以
上
に
大
き
な
経
済

　
効
果
の
出
る
花
火
大
会
に

かつら

桂　 　
さん

三　
ぱつ

発
一　津　会

個
人
質
問

問　新最終処分場建設の無駄な

出費や用地買収など、開発につ

いての問題点は何か

答　新最終処分場に関する経費

や環境への配慮など、議会の皆

様からご指摘いただいたことを

踏まえ、なるべく安価に、また

他にどのような方法が可能であ

るかなど調査を進めている。

　　　　●議案質疑●

議案第97号　財産の取得につい

て

議案第98号　財産の取得につい

て

議案第99号　財産の取得につい

て

　　　　●一般質問●

1　新最終処分場建設の進捗状

況について

▲

新
最
終
処
分
場
イ
メ
ー
ジ
図
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とし

年
無　会　派
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　クチンで子どもの細菌性の病

気は九割予防できるので公的

負担はできないものか

10　各マラソン大会について

⑴　各マラソン大会の所管を一

本化されないのか

⑵　公式コース（公認コース）

はできないものか

11　未利用地について

⑴　未利用地を今後どのように

していくのか

12　市民防災大学について

⑴　卒業生をどのように活用し

ているのか

⑵　来年5年目を迎え市民に向

けてどのような啓発活動をし

ていくのか

平成22年第3回定例会では、次の議案等が審

議され、議決されました。

可決された議案

【全会一致（出席全議員が賛成）で可決・同意・認定・採択された議案】

津市農業共済条例の一部の改正について

家畜共済について共済目的の譲受けや相続等があった場合の
共済金の支払条件の緩和、農作物共済の麦について類区分ごと
に引受方式、補償割合の選択を可能にするなど、農業災害補償
法施行規則の一部改正等に伴う所要の改正

前年度繰上充用金7,314万9,000円の減額補正

概　　　　　要議　案　名議案番号

議 案 第 8 8 号

津市火災予防条例の一部の改正について
屋内に設ける燃料電池発電設備の定義に固体酸化物型燃料電
池を追加するとともに、引用する条文を整理する

議 案 第 9 0 号

議案第104号

議案第105号

議案第106号

議案第107号

議案第108号

津市農業共済農作物共済における無事戻
しの実施について

平成22年度津市国民健康保険事業特別会
計補正予算（第2号）

津市農業共済農作物共済における水稲について、平成19年度か
ら平成21年度までの共済掛金の2分の1に相当する金額から、
所要の金額を控除した金額について、無事戻しを実施する

議案第102号

工事請負契約について （仮称）津市学校給食センター新築工事に伴う機械設備工事　
4億194万円

議 案 第 9 2 号

工事請負契約について
（仮称）津市学校給食センター新築工事に伴う電気設備工事　
1億4,985万6,000円

議 案 第 9 3 号

工事請負契約について （仮称）津市学校給食センター新築工事　5億6,503万6,500円議 案 第 9 1 号

財産の購入について 消防ポンプ自動車1台の購入　3,559万5,000円議 案 第 9 5 号

財産の購入について 化学消防ポンプ自動車1台の購入　3,654万円議 案 第 9 6 号

損害賠償の額の決定について 道路管理の瑕疵による損害賠償額の決定　107万5,350円議案第100号

損害賠償の額の決定について 道路管理の瑕疵による損害賠償額の決定　428万7,957円議案第101号

過年度支払基金交付金等返還金243万3,000円の増額補正
平成22年度津市老人保健医療事業特別会
計補正予算（第1号）

大西美知代（久居西鷹跡町）
人権擁護委員の候補者の推薦につき同意
を得るについて

田中　良典（南中央）
人権擁護委員の候補者の推薦につき同意
を得るについて

前川　　浩（南新町）
人権擁護委員の候補者の推薦につき同意
を得るについて

平成21年度津市老人保健医療事業特別会計歳入歳出決算

平成21年度津市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算

平成21年度津市土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算

認 定 第 5 号

認 定 第 9 号

認 定 第 1 0 号

平成21年度津市下水道事業特別会計歳入歳出決算

平成21年度津市椋本財産区特別会計歳入歳出決算

平成21年度津市定額給付金給付等事業特別会計歳入歳出決算 

認 定 第 1 1 号

認 定 第 1 3 号

認 定 第 1 4 号

平成21年度津市工業用水道事業会計決算認 定 第 1 6 号

平成21年度津市駐車場事業会計決算認 定 第 1 7 号

平成21年度津市農業共済事業会計決算

「義務教育費国庫負担制度の存続と全額国負担」を求める請願書

「30人学級を柱にした新たな『教職員定数改善計画』策定と教育予算拡充」を求める請願書

「保護者負担の軽減と就学・修学支援に関わる制度の拡充」を求める請願書

認 定 第 1 8 号

請 願 第 1 号

請 願 第 2 号

請 願 第 3 号

子宮頸がんの予防措置実施を求める意見書について意見書第2号
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指定管理者による管理及び業務、指定
の手続き、利用料金の収受等について
の規定の追加及び指定管理者の行う権
限等について規定する

岡村　武

長谷川幸子、藤本智子
和田甲子雄、豊田光治

津市勤労者福祉センターの設置及び管理に
関する条例の一部の改正について

【賛成多数（一部反対）で可決･認定された議案】
概　　　要 反対議員議　案　名議案番号

議案第87号

（仮称）津市学校給食センター厨房機器
一式の購入　2億7,825万円

岡村　武

岡村　武

財産の購入について議案第94号

効率的な公民館の管理運営を図るため、公
民館の組織体系を見直すとともに、受益者
負担の原則の観点から、使用料の設定のな
い公民館について新たに使用料を設定する

津市公民館の設置及び管理に関する条例の
一部の改正について

津市美杉町下之川字大豆田80番1　外
36筆の取得　2,647万4,882円

八太正年、倉田寛次財産の取得について議案第98号

津市美杉町下之川字梨木3626番　外58
筆の取得　3,602万9,396円

長谷川幸子、藤本智子
和田甲子雄、豊田光治
八太正年

財産の取得について議案第97号

津市美杉町下之川字ツツジ484番11　
外34筆の取得　2,092万6,515円

八太正年財産の取得について議案第99号

議案第89号

長谷川幸子、藤本智子
和田甲子雄、豊田光治

長谷川幸子、藤本智子
和田甲子雄、豊田光治

長谷川幸子、藤本智子
和田甲子雄、豊田光治

長谷川幸子、藤本智子
和田甲子雄、豊田光治

長谷川幸子、藤本智子
和田甲子雄、豊田光治

長谷川幸子、藤本智子
和田甲子雄、豊田光治

長谷川幸子、藤本智子
和田甲子雄、豊田光治

長谷川幸子、藤本智子
和田甲子雄、豊田光治

長谷川幸子、藤本智子
和田甲子雄、豊田光治

財政調整基金積立金、国民健康保険事業
特別会計繰出金の減、三重県廃棄物処理
センター灰処理業務委託料、中勢用水事
業負担金、がんばる商店街集客促進事業
費補助金、道路維持事業、香良洲庁舎改
修等実施設計業務委託料、香良洲歴史資
料館耐震補強実施設計等業務委託料等、
11億7,284万6,000円の増額補正

平成22年度津市一般会計補正予算（第3号）議案第103号

平成21年度津市一般会計歳入歳出決算

否決された議案
今期定例会において、否決された議案はありません。

認定第1号

平成21年度津市モーターボート競走事業特別会計歳入歳出決算認定第2号

平成21年度津市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定第3号

平成21年度津市介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定第4号

平成21年度津市風力発電事業特別会計歳入歳出決算認定第7号

平成21年度津市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定第8号

平成21年度津市住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算認定第12号

平成21年度津市水道事業会計決算認定第15号

平成21年度津市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定第6号

報　　告

交通事故による損害賠償額の決定　4万5,387円専決処分の報告について

道路管理の瑕疵による損害賠償額の決定　2万7,048円専決処分の報告について

道路管理の瑕疵による損害賠償額の決定　8万7,680円専決処分の報告について

道路管理の瑕疵による損害賠償額の決定　3万9,987円専決処分の報告について

概　　　要議　案　名議案番号

報告第15号

報告第16号

報告第17号

報告第18号

道路管理の瑕疵による損害賠償額の決定　63万989円専決処分の報告について

健全化判断比率の報告について

資金不足比率の報告について

報告第19号

報告第21号

報告第20号
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議  会  日  誌

7月16日

　　22日　

　　26日～27日

　　29日～30日

8月3日

　　4日～5日

　　5日

　　10日　

　　16日

　　20日

　　23日

　　24日

　　30日

9月2日

　　6日　

会派代表者会議

行財政改革推進調査研究特別委員会

　　　総務財政委員会管外視察（上

田市、安曇野市）

　　　教育厚生委員会管外視察（福

島市、郡山市）

議会だより編集委員会

　　　環境問題調査研究特別委員会

管外視察（川越市、静岡市）

まちづくり推進調査研究特別委員会

全員協議会、教育厚生委員会協議会、

経済環境委員会協議会、建設水道委

員会協議会

会派代表者会議

総合交通体系調査研究特別委員会

議会運営委員会

議案説明会

本会議（初日）、決算特別委員会、

環境問題調査研究特別委員会

議会運営委員会

本会議（質問日）、会派代表者会議

　　7日　

　　8日　

　　10日　

　　13日

　　14日

　　15日

　　16日

　　17日

　　24日

　　27日

　　28日

9月30日～10月1日

10月4日　

　　5日

　　13日～14日

　　15日

　　18日

本会議（質問日）、議会運営委員会

本会議（質問日）、会派代表者会議、

議会運営委員会

建設水道委員会

教育厚生委員会

経済環境委員会

総務財政委員会、総務財政委員会協

議会

決算特別委員会

決算特別委員会

議会運営委員会

本会議（最終日）

まちづくり推進調査研究特別委員会
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　ＨＰＶ（ヒトパピローマウイルス）感染が主な原因である子宮頸がんは、年間約1万5,000人が発
症し、約3,500人が亡くなっていると推計されており、近年は20代、30代の若年層が発症する傾向
にあり、死亡率も高くなっている。結婚前、妊娠前の発症は女性の人生設計を大きく変えてしまい
かねず、子宮頸がんの予防対策が強く望まれている。
　子宮頸がんは「予防できる唯一のがん」と言われており、昨年には予防ワクチンが承認・発売開
始となり、ワクチン接種が可能になったが、費用が高額となるため、接種の普及の妨げとなってい
ることから公費助成が強く望まれている。
　本年8月、厚生労働省から財務省への来年度予算の概算要求において、子宮頸がんワクチン等へ
の助成として150億円の予算要求がなされたことは、公費助成実現への大きな一歩と評価するもの
であり、このことは、他のワクチン助成へも好影響を与えるものであると歓迎するものである。
　よって、国におかれては、子宮頸がんワクチンの接種の有効性を十分認識され、下記事項につい
て早急に実施されるよう強く要望する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記
1　子宮頸がん予防ワクチン接種助成のための予算確保と、ワクチン接種実施の推進
2　子宮頸がん予防検診の実施の推進
3　子宮頸がん及び子宮頸がん予防に関する正しい知識の普及・啓発、相談体制の整備の推進
4　細菌性髄膜炎、肺炎球菌をはじめとする法定接種外ワクチンへの公費助成の推進
以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。
　平成22年9月27日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　津　市　議　会

子宮頸がんの予防措置実施を求め、国の関係機関に意見書を提出

子宮頸がんの予防措置実施を求める意見書



16 つ　市　議　会　だ　よ　り

　第4回津市議会定例会の本会議の模様は、議場

カメラによる映像を、ケーブルテレビ（ＺＴＶ）

の津市の行政情報番組で録画放送する予定です。

　なお、放送チャンネルについては、アナログテ

レビの場合は6チャンネル。デジタルテレビの場

合は123チャンネルでの放送となります。

　放送日程等は、決まり次第ケーブルテレビ等で

お知らせします。

　本会議や委員会は傍聴することができますの

で、津市のまちづくりに向けた議論を、一度、

聴いてみてはいかがでしょう。

　傍聴を希望される方は傍聴受付にあらかじめ

お申し出いただき、住所、氏名をご記入のうえ、

傍聴券を受け取って傍聴席に入場していただき

ます。

●開会時刻は、いずれも午前10時からの予定で

す。

●本会議は市議会議場、委員会は第1委員会室

の予定です。なお、議場、第1委員会室は、

市庁舎議会棟3階にあります。

●傍聴席の定員は、議場60人、委員会室10人で、

先着順に受け付けています。

●議場傍聴席には車いす用リフトがあり、車い

すのまま傍聴することができます。

●津市議会傍聴規則により傍聴を行っていただ

きます。なお、同規則の規定により入場でき

ない場合や、退場をお願いすることがありま

す。

●日程などは、変更になる場合があります。
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　皆様に見やすい「つ市議会だより」とする

観点から、この第19号から、文字のサイズを、

これまでの10.5ポイントから少し大き目の11

ポイントに変更しました。

　また、質疑・質問の「問、答」の部分につ

いて、議員が特に市民にお伝えしたい質問項

目がよくわかるよう、これまで質問事項の途

中に掲載していたものを、議員名の下に掲載

するよう変更しました。

平成22年第4回

定例会日程（予定）

本会議初日

本会議質問日

本会議質問日

本会議質問日　

建設水道委員会

教育厚生委員会

経済環境委員会

総務財政委員会

本会議最終日

29日（月）

6日（月）

7日（火）

8日（水）

10日（金）

13日（月）

14日（火）

15日（水）

20日（月）

11月

12月

「請願」：
　住民が国や市に対して、その職務に関する事項
に関し要望を伝えたり意見を述べたりする制度
で、議員の紹介により文書で提出されるもの。
「採択」：
　請願に対して、議会がその内容を審議した結
果、賛成の意思決定をしたこと。反対の場合は不
採択となります。

用語解説コーナー

つ市議会だよりに対するご意見、ご感想は、

議会事務局まで（下記住所、電話等）


